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　11月9日から15日までの一週間「秋の全国火災予防運動」が実施されます。
　これから、火災が発生しやすくなる冬の季節を迎えます。火災予防の意識を高め、発生を防止し、
火災から尊い生命と貴重な財産を守りましょう。

＜火の用心　７つのポイント＞
１．家の周りに燃えやすいものを置かない　　
２．寝タバコやタバコの投げ捨てをしない　　
３．揚げ物をする時は、その場を離れない　
４．風が強い時は、たき火をしない　　　　
５．子どもにはマッチ・ライターで遊ばせない　
６．電気器具は正しく使い、たこ足配線をしない
７．ストーブの周りに燃えやすいものを置かない

平成27年度全国統一防火標語
「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」

１１９番の日

　市民の皆さんと消防を結ぶダイヤルナンバー「１１９」にちなんで、昭和６２年から１１月９日を「１１９番の日」
と定めています。
　１１９番にダイヤルする時は、本人が災害等に見舞われて気が動転し、落ち着いて通報ができなくなってし
まうことがあります。しかし慌てて一方的に話すと、正確に伝わらないうえに時間もかかります。自分だ
けが一方的に話そうとせず、落ち着いて、聞かれたことに正確に答えていくのが良い方法です。

 消防車のサイレン音について 
消防本部では、消防車のサイレン音を次のように使い分けています。
・火災の時　　　ウ～　カンカンカン（サイレンと警鐘）
・火災以外の時（救助・救急支援・その他の災害）　ウ～　ウ～　ウ～（サイレンのみ）
・火災が消えた後に消防車が帰署する時や、火災予防広報の時　カンカン　カンカン（警鐘のみ）
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